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1．はじめに 

現在，光吸収層に CH3NH3PbI3(MAPbI3)を用いたハロゲン化鉛ペロブスカイト太陽電池は，急速に

変換効率が向上し，20%以上[1]の高い変換効率が報告されている．我々のグループでは，既に報告さ

れている気相アシスト溶液法[2]で用いられている気相－固相反応に着目した．これとよく似た方法は，

既に量産化されている CIGS などの太陽電池に適用されており，大面積化および量産化に非常に適し

ている．本研究では，多孔質 TiO2上に成膜した前駆体 PbI2と CH3NH3I(MAI)蒸気を反応させ，ペロブ

スカイト太陽電池の作製を行うとともに，鉛の代替材料の探索にこの方法の適用を試みた． 

2．実験方法 

FTO 基板上にスプレー法を用いて緻密 TiO2 層を成膜した後，多孔質 TiO2 および前駆体 PbI2 をスピ

ンコートにより成膜した．作製した前駆体 PbI2膜と MAI 粉末を N2 雰囲気下で加熱条件 130-180℃，4

時間にて加熱することで MAPbI3 薄膜を作製した．また，鉛代替材料である BiI3前駆体と MAI 蒸気を

150℃，4 時間加熱することにより作製を試みた．その後，MAPbI3 薄膜上に spiro-MeOTAD 及び Au 電

極を成膜し，デバイス化を行った．ソーラーシミュレータを用いて J-V 特性の測定を行った． 

3．実験結果 

Fig.1 に 150℃で作製した MAPbI3 を用いたセル特性を示す． 加熱

温度 140℃および 150℃において 4%以上の比較的高い変換効率が得

られた．これらの試料に対して X 線回折より PbI2 の残留が確認され

たことから，TiO2/MAPbI3界面に残留した PbI2により TiO2表面の欠

陥準位が不活性化され，TiO2/MAPbI3 界面でのキャリアの再結合を

抑制し，比較的高い変換効率が得られたと考えられる[3]．また，2

価の Pb を 1 価の A と 3 価の B で置換した MAA0.5B0.5I3構造が理論

計算で検討されている[4]．本研究では，A に MA，B に Bi を検討し，

気相－固相反応を用いて作製を試みた．その結果，Fig.1.のように VOC=0.564V，PCE=0.09%であった． 
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Fig.1. J-V 特性 
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